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課題 No. 1 

「せきが止まらない」

自医師で複写 ・ t;~1\~ . ~2投すると著作権侵害となることがありますのでご注意下さい. 
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せきが止まらない

細木健太郎君は3歳の誕生日のお祝いパーティーの後から咳が出始め

ました。次第にひどくなり夜も眠れません。

抽出項目
1) 3歳児の成長・発達
2)小児の咳の発症機序と鑑別診断
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せきが止まらない

深夜には夕食に食べた物を吐き、顔色が悪くなってきたので、お母さ
んは夜間小児科救急外来のある病院へ連れて行きました。医師は簡単な

問診をしながら診察を行い、直ちに吸入を指示しました。そして吸入を
させながらパーティー前後の様子を詳しく尋ねました。

抽出項目
1)幅吐の発症機序と鑑別診断
2)小児診察における問診(病歴聴取)の基本
3)小児の診察;理学的所見の取り方の基本

4)咳・呼吸困難の急性期治療
5)患者の苦痛が強い時の医師の対応の仕方
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せきが止まらない

吸入によって少し落ち着きましたが、まもなく咳が増強して呼吸困難と

なりました。そのため入院治療が勧められ、必要な検査が行われました。

病歴および所見は以下のようであった。

家族歴: 父母花粉症、父喫煙。同胞なしo

予防接種歴:ポリオ2回、 BCG、三種混合一期3回・追加、麻疹、風疹済

既往歴:40週、 3280g出生、 1仮死なし。生後2カ月より混合栄養。

3カ月頃より顔に湿疹が出ていた。 6カ月時の冬に、熱と共に咳がひどく

なり、入院して、酸素テントに入って点滴を受けたことがあった。その
後より風邪をひきやすくなり、その都度咳が長く続くため医者から処方さ
れた薬を飲み続けるようになった。

現症: 体重;11kg、身長;86.5cm、頭囲;47. 1cm、胸囲 48cm

体温;36. 7
0

C。全身状態不良、顔色蒼白。呼吸;35/分、呼気延長。
皮膚;前額部、肘官、膝宮に湿疹、体幹部は乾燥肌。

胸部聴診:心雑音なし、肺野;呼気延長、連続性クラックル聴取。
腹部:やや膨隆

抽出項目
1)咳、呼吸困難の鑑別診断に必要な検査、

2)家族歴の意義:アレルギーの家族歴、乳幼児における受動喫煙の意義、

3)小児の予防接種の種類と時期

4)周生期・乳児期の病歴の意義:

乳児期の湿疹;原因、症状分布、アレルギーとの関係

6カ月時のエピソード;急性細気管支炎の特徴と気管支端息との鑑別
6カ月以後の症状;易感染性と気道の過敏性

5) 3歳児の身体発育

6)各理学的所見の意義:呼吸数、呼気性呼吸困難、アトピー性皮膚炎、肺

聴診所見、腹部膨隆の意義

7)気管支端息:病態、臨床的特徴と診断
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せきが止まらない

入院後、様々な薬を点滴したり、吸入や内服もしました。健太郎君は病

院で同室の同年齢の子と比較すると、小柄で、自分の名前を言ったり積み
木遊びはできますが、片足立ちができず、一人で靴をはけませんし、家で

も三輪車をこいだことがなく、かなり幼い感じがします。かねてからお母
さんは飲み続けている薬の副作用により発育が遅れているのではないかと

心配していたので暗い気持ちになり、看護婦に聞きました。

抽出項目

1)気管支端患の治療;急性発作の治療、薬物治療
2) 3歳児の成長と発達

3)成長・発育の遅れの原因と鑑別

4)病弱児を持つ母親(保護者)の心理と医療従事者のとるべき対応
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お母さんは主治医から検査結果を見せてもらい、今回の病状と今後の日常
生活での注意について、数種類のパンフレットを使いながらの詳しい説明を

受けました。退院後、自宅で吸入療法を始め、また、生活面でも色々な工夫
をしました。小学校に入学してからは、春先に鼻汁が多く出ますが欠席する

もなく、放課後は元気にサッカーをして走り回っています。体格も大きくな
りました。でも、病院へは定期的に通院しています。

抽出項目 ~ 
1)気管支哨息の治療;長期管理、予防、生活指導
2)小児気管支瑞息の長期予後
3)小児の健全な成長発達を促すために必要なこと、それに対する医師の役割

4)小児アレルギー疾患の成長による変化;アレルギー性鼻炎、花粉症
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